
第13回定時株主総会資料
（交付書面に記載しない事項）

① 事業報告
主要な事業内容
主要な営業所及び工場
使用人の状況
主要な借入先の状況
会社の新株予約権等に関する事項
会計監査人の状況
会社の体制及び方針

② 連結計算書類
連結株主資本等変動計算書
連結注記表

③ 計算書類
貸借対照表
損益計算書
株主資本等変動計算書
個別注記表

④ 監査報告書
連結計算書類に係る会計監査人の会計監査報告
計算書類に係る会計監査人の会計監査報告
監査等委員会の監査報告

本内容は、法令及び定款第15条の規定に基づき、株主様に対して交付する書面には記載してお
りません。
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主要な事業内容（2024年12月31日現在）
当社グループは、「技術を通じて、人々をもっと大切なことへ」というミッションのもと、「世界中の安全・

安心を支える人が頼れるパートナーとなる」というヴィジョンを掲げております。当社グループは自律制御技
術を始めとしたロボティクス技術を追求し、常に最先端の技術開発を行っております。それらの技術の社会実
装を通じて、人類の活動の基盤となる社会インフラにおける、経済活動の生産性を高め、付加価値の低い業
務、危険な業務を一つでも多く代替させ、持続可能な社会インフラの構築を目指し事業を進めております。
主たる事業は、自律制御技術を用いた産業用ドローンの開発・販売、産業用ドローンを活用したソリューシ

ョンの開発・導入支援及び関連する製品の販売・サービス提供であります。

主要な営業所及び工場（2024年12月31日現在）
① 当社

本 社 東京都江戸川区

② 子会社

ＡＣＳＬ１号有限責任事業組合 本社（東京都江戸川区）

使用人の状況（2024年12月31日現在）
① 企業集団の使用人の状況

使 用 人 数 前連結会計年度末比増減
56（1）名 △34（△9）名

（注）使用人数は就業人員（当社グループから社外への出向者を除き、社外から当社グループへの出向者を含む。）であり、パート
及び嘱託社員は（ ）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

② 当社の使用人の状況
使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減

52（1）名 △35（△9）名
（注） 使用人数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、パート及び嘱託社員は

（ ）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

主要な借入先の状況（2024年12月31日現在）
借入先 借入額（千円）

株式会社三井住友銀行 200,000
三井住友信託銀行株式会社 400,000
株式会社りそな銀行 520,597
株式会社千葉銀行 199,500
株式会社日本政策金融公庫 1,440,000
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会社の新株予約権等に関する事項
１．当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況

2022年第１回新株予約権 2023年第２回新株予約権
発 行 決 議 日 2022年６月10日 2023年６月14日
新 株 予 約 権 の 数 135個 228個
新 株 予 約 権 の 目 的 と な る
株 式 の 種 類 と 数

普通株式 13,500株
（新株予約権１個につき 100株）

普通株式 22,800株
（新株予約権１個につき 100株）

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額 新株予約権と引換えに払い込み
は要しない

新株予約権と引換えに払い込み
は要しない

新 株 予 約 権 の 行 使 に 際 し て
出 資 さ れ る 財 産 の 価 額 １株当たり 1円 １株当たり 1円

権 利 行 使 期 間 2024
2032

年
年
６
６
月
月
29
27
日から
日まで

2025
2033

年
年
７
６
月
月
２
29
日から
日まで

行 使 の 条 件 （注）1 （注）1

役 員 の
保 有 状 況

取 締 役
（監査等委員及び
社外取締役を除く）

新株予約権の数 45個
目的となる株式数 4,500株
保有者数 1名

新株予約権の数 228個
目的となる株式数 22,800株
保有者数 ２名

2023年第３回新株予約権 2024年第１回新株予約権
発 行 決 議 日 2023年６月14日 2024年６月14日
新 株 予 約 権 の 数 489個 464個
新 株 予 約 権 の 目 的 と な る
株 式 の 種 類 と 数

普通株式 48,900株
（新株予約権１個につき 100株）

普通株式 46,400株
（新株予約権１個につき 100株)

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額 新株予約権と引換えに払い込み
は要しない

新株予約権と引換えに払い込み
は要しない

新 株 予 約 権 の 行 使 に 際 し て
出 資 さ れ る 財 産 の 価 額 １株当たり 1,324円 （注）２ １株当たり 1円

権 利 行 使 期 間 2025
2033

年
年
７
６
月
月
１
29
日から
日まで

2026
2034

年
年
７
６
月
月
２
30
日から
日まで

行 使 の 条 件 （注）1 （注）1

役 員 の
保 有 状 況

取 締 役
（監査等委員及び
社外取締役を除く）

新株予約権の数 145個
目的となる株式数 14,500株
保有者数 1名

新株予約権の数 464個
目的となる株式数 46,400株
保有者数 3名

（注）１．新株予約権の行使の条件等は、以下のとおりであります。
（1）新株予約権者は、新株予約権の権利行使時においても、当社又は当社関係会社の取締役、執行役、監査役又は従業員であ

ることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由があると取締役会が認めた場合は、この限
りではない。

（2）新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使することができるものとする。
（3）本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数を超過することとなるときは、

当該本新株予約権の行使を行うことはできない。
（4）各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。
２．2023年11月13日開催の取締役会において決議された海外募集による新株式発行に伴い、「新株予約権の行使に際して出資

される財産の価額」は調整されております。
３．2023年第３回新株予約権のうち、取締役１名が保有する新株予約権は、使用人として在籍中に付与されたものでありま

す。

― 2 ―

2025年02月26日 11時44分 $FOLDER; 3ページ （Tess 1.50(64) 20241223_01）



２．当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況

2024年第２回新株予約権

発 行 決 議 日 2024年６月14日

新 株 予 約 権 の 数 566個
新 株 予 約 権 の 目 的 と な る
株 式 の 種 類 と 数

普通株式 56,600株
（新株予約権１個につき 100株）

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額 新株予約権と引換えに払い込み
は要しない

新 株 予 約 権 の 行 使 に 際 し て
出 資 さ れ る 財 産 の 価 額 １株当たり 892円

権 利 行 使 期 間 2026
2034

年
年
6
６
月
月
29
13
日から
日まで

行 使 の 条 件 （注）1
使 用 人 等
へ の 交 付
状 況

当 社 使 用 人
新株予約権の数 566個
目的となる株式数 56,600株
交付者数 12名

（注）１．新株予約権の行使の条件等は、以下のとおりであります。
（1）新株予約権者は、新株予約権の権利行使時においても、当社又は当社関係会社の取締役、執行役、監査役又は従業員であ

ることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由があると取締役会が認めた場合は、この限
りではない。

（2）新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使することができるものとする。
（3）本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数を超過することとなるときは、

当該本新株予約権の行使を行うことはできない。
（4）各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。
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会計監査人の状況
１．名称 有限責任監査法人トーマツ

２．報酬等の額
報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 36,000千円
当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 36,000千円
(注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確

に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記
載しております。

２．監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠などが適切であるか
どうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。

３．非監査業務の内容
当社は会計監査人に対して、公認会計士法第2条第1項の監査証明業務以外の業務を委託しておりません。

４．会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、株主

総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合、監

査等委員会は、全員の同意に基づき会計監査人を解任いたします。また、会計監査人が職務を適切に遂行する
ことが困難と認められる場合には、会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定し、取締役会は当
該決定に基づく当該議案を株主総会に提出いたします。

会社の体制及び方針
１．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
（1）業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

当社は、取締役会において、会社法に基づく業務の適正性を確保するための体制として、以下のとおり
「内部統制システム構築の基本方針」を定め、これに基づき内部統制システムの整備・運用を行っておりま
す。
ａ．取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
（a）コンプライアンスを確保するための基礎として、コンプライアンス規程を定める。また役員はコンプ

ライアンス規程に則り、コンプライアンス活動を率先垂範する。
（b）コンプライアンス所管部署である経営管理ユニットが、取締役及び使用人への教育研修等の具体的

な施策を企画・立案・推進し、全従業者のコンプライアンスに対する意識向上を図る。
（c）内部通報規程を定め、通報・相談窓口を社内外に設置することにより、不正行為の早期発見と是正を

図る。また、通報者が不利益な扱いを受けることを禁止し、これを内部通報規程に定めるものとす
る。

（d）必要に応じて外部の専門家を起用し、法令及び定款違反を未然に防止する。
ｂ．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
（a）取締役は、その担当職務の執行に係る以下の文書（電磁的記録を含む）を、関連資料と併せてこれを

法令・社内規程に則り適切に保存・保管をするとともに、必要に応じて閲覧可能な状態を維持する。
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・株主総会議事録
・取締役会議事録
・重要な会議体及び委員会の議事録

（b）上記（a）に定める文書のほか、契約書、決裁書その他の文書については、文書管理規程、機密管理
規程、情報セキュリティ管理規程、個人情報保護規程などに基づき適切に情報の保存及び管理を行
う。

（c）個人情報ほか法令上一定の管理が求められる情報について、役職員などに対して当該法令で要求され
る管理方法の周知徹底を図る。

ｃ．損失の危険の管理に関する規程その他の体制
（a）経営管理ユニットは当社の事業活動に伴うリスクを的確に把握し、その顕在化を防ぐための施策を推

進する。
（b）リスク管理規程に則り、各ユニット部門はその担当業務に関連して発生しうるリスクの管理を行う。

全社的な管理を必要とするリスクについては経営管理ユニットがリスクを評価したうえで対応方針
を決定し、これに基づき適切な体制を構築する。

（c）重大なリスク、あるいは重篤な事故・災害の発生時には危機管理委員会を設置し、リスクを最小限に
するべく全社横断的かつ組織的な対応を行う。

ｄ．財務報告の信頼性を確保するための体制
当社は財務報告の信頼性を確保するための内部統制システムの整備を経営上の最重要事項の一つと位置

付け、内部統制システムの整備運用状況を評価し、財務報告の信頼性確保を推進する。
ｅ．反社会的勢力との取引排除に向けた基本的考え方及びその整備
（a）反社会的勢力との関係遮断の基本方針

当社は、暴力団、暴力団構成員、準構成員、暴力団関係企業、総会屋、社会運動標榜ゴロ、政治
活動標榜ゴロ、特殊知能暴力団などの反社会的勢力との関係を一切遮断する。

（b）反社会的勢力との取引排除に向けた体制整備
・経営管理ユニットを反社会的勢力対応部署とし、反社会的勢力に関する情報収集・管理体制を確
立する。

・警察等の関連機関との緊密な連携体制を確立する。
・反社会的勢力対応に関する反社会的勢力対応規程を定め、周知徹底を図る。
・取引基本契約など各種契約及び就業規則に暴力団排除条項を導入する。

ｆ．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
（a）定例の取締役会を原則として毎月１回開催し、経営の基本方針など重要事項の決定並びに取締役の業

務執行状況の監督等を行う。
（b）業務執行に当たっては業務分掌規程、職務権限規程において責任と権限を定める。
ｇ．監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する体制
（a）監査等委員会からその職務を補助すべき使用人を求められた場合、監査等委員の職務を補助するもの

として監査等委員会スタッフを置く。
（b）監査等委員会スタッフを置いた場合は、独立性や指示の実効性を確保するため、監査等委員会スタ

ッフは監査等委員を除く取締役の指揮命令に服さない使用人を配置するとともに、その人事異動、
人事評価については、監査等委員会の事前の同意を得るものとする。

ｈ．取締役及び使用人が監査等委員会に報告をするための体制その他の監査等委員会への報告に関する体制
（a）取締役は、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実があることを発見したときは、法令に従い、

直ちに監査等委員である取締役に報告する。
（b）常勤の監査等委員は、取締役会のほか、重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握するため、
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必要に応じてマネジメント会議など主要な会議に出席をするとともに、主要な稟議書を閲覧する。
（c）監査等委員会は内部通報規程に基づき内部通報の状況報告を受けるとともに、内部通報所管部署から

定例の取締役会においてその運用状況の報告を受ける。
（d）監査等委員会は内部統制システムの構築状況及び運用状況についての報告を取締役及び使用人から

定期的に受けるほか、必要と判断した事項については取締役及び使用人に対して報告を求めること
ができる。

（e）監査等委員会に対する報告をした者は当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないもの
とする。

ｉ．その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
（a）監査等委員会は、会社の業務及び財産の状況の調査その他の監査職務の遂行に当たり、内部監査室と

緊密な連携を保ち、効率的・実効的な監査を実施する。
（b）監査等委員会は、会計監査人との定期的な会合、会計監査人の往査等への立ち会いのほか、会計監

査人に対し監査の実施経過について適宜報告を求める等、会計監査人と緊密な連携を保ち、効率的
な監査を実施する。

（c）監査等委員会の職務を執行するうえで必要となる費用は、会社が支払うものとする。

（2）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりであります。当社では、前記「内部統

制システム構築の基本方針」に基づいて、体制の整備とその適切な運用に努めております。当事業年度にお
ける当該体制の運用状況の概要は、以下のとおりです。
① コンプライアンス体制について

当社では、企業価値の持続的向上のためには、全社的なコンプライアンス体制の強化・推進が必要不
可欠であるとの認識の下、「コンプライアンス規程」を定め、経営管理ユニットを主管部署としてコンプ
ライアンス遵守体制を構築しており、具体的には、以下の事項を実施しております。
・コンプライアンスに関する規程、マニュアル等の作成及び周知
・当社におけるコンプライアンス教育及び啓発活動
・その他コンプライアンスの推進に当たっての関連部門への指導及び助言
・内部通報制度を整備のうえ、全社員に周知し、法令違反等の早期発見と迅速かつ適切な対応

② 取締役の職務の執行について
取締役会は15回開催し、取締役６名（うち、社外取締役でかつ監査等委員３名）で構成されており、

各取締役から業務執行状況及び業務管理状況の報告が行われるとともに、重要事項の審議・報告・決議を
行っております。社外取締役は、独立した立場から決議に加わるとともに、経営の監視・監督を行ってお
ります。

③ 内部監査の実施について
「内部監査規程」に基づき、内部監査室が内部監査を実施しております。内部監査の結果は、代表取締
役社長に適時に報告され、また、取締役会においても報告が行われております。

④ リスク管理体制について
当社では、「リスク管理規程」を定め、経営管理ユニットを主管部署として、各部が行う諸活動の管

理・検証、リスクの発生防止体制や対策の企画立案・推進及びリスク発生防止のための社内周知・啓発等
を実施しております。それらの内容については、マネジメント会議において、適宜、情報共有及び情報交
換を図ることでリスク管理体制の実効性を担保しております。また、四半期に一度を目安として代表取締
役社長を委員長とするリスク管理委員会を開催しており、当社の事業運営上のリスクについての現状把
握、対策を検討しております。

― 6 ―

2025年02月26日 11時44分 $FOLDER; 7ページ （Tess 1.50(64) 20241223_01）



⑤ 監査等委員会の職務の執行について
・監査等委員会は1３回開催され、常勤の監査等委員１名を含む３名（うち、社外取締役３名）で構成さ
れており、代表取締役と定期的に会合を持ち、経営課題、監査上の重要課題等について意見交換を行っ
ており、監査等委員会はいつでも取締役及び従業員に対して事業の報告を求めることができる体制を整
備済みであります。

・常勤の監査等委員は取締役会のほか、マネジメント会議等の社内重要会議に出席し、業務執行の状況に
ついて直接聴取を行い、経営監視機能の強化及び向上を図っていることに加え、監査法人や内部監査室
と連携した監査、当社の内部監査の状況確認及び業務執行の状況やコンプライアンスに関する問題点を
日常業務レベルで監視する体制を整備しております。

２．会社の支配に関する基本方針
該当事項はありません。

３．剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、財務体質の強化と事業拡大のための内部留保の充実等を図ることが重要であると考えており、設立

以来配当を実施しておりません。配当政策の基本方針としましては、収益力の強化や事業基盤の整備を実施し
つつ、内部留保の充実状況及び企業を取り巻く事業環境を勘案したうえで、株主に対して安定的かつ継続的な
利益還元を実施する方針であります。また、内部留保資金につきましては、研究開発活動の継続的な実施や生
産体制の強化のために優先的に充当し、事業基盤の確立・強化を図っていく予定であります。
当事業年度の配当につきましては、将来の事業展開と経営体質の強化に必要な内部留保を確保するため、配

当を実施しておりません。
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連結株主資本等変動計算書

（2024
2024

年
年
１
12
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計
当連結会計年度期首残高 971,479 6,304,929 △5,137,336 △382 2,138,689
当連結会計年度変動額
新 株 の 発 行 121,581 121,581 243,162
新 株 の 発 行
（新株予約権の行使） 33,342 33,342 66,685

減 資 △976,421 976,421 ―
欠 損 填 補 △5,044,497 5,044,497 ―
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 失 △2,371,396 △2,371,396
自 己 株 式 の 取 得 △32 △32
株主資本以外の項目の当連結
会計年度変動額（純額）

当連結会計年度変動額合計 △821,498 △3,913,151 2,673,100 △32 △2,061,581
当連結会計年度末残高 149,981 2,391,778 △2,464,236 △414 77,108

その他の包括利益累計額
新株予約権 非支配株主

持 分 純資産合計為 替 換 算
調 整 勘 定

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

当連結会計年度期首残高 9,210 9,210 115,585 1,028 2,264,514
当連結会計年度変動額
新 株 の 発 行 243,162
新 株 の 発 行
（新株予約権の行使） 66,685

減 資 ―
欠 損 填 補 ―
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 失 △2,371,396

自 己 株 式 の 取 得 △32
株主資本以外の項目の当連結
会計年度変動額（純額） 5,309 5,309 △12,991 △646 △8,327

当連結会計年度変動額合計 5,309 5,309 △12,991 △646 △2,069,909
当連結会計年度末残高 14,519 14,519 102,594 382 194,605
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連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
（1）連結の範囲に関する事項
① 連結子会社の状況
・連結子会社の数 ２社
・連結子会社の名称 ＡＣＳＬ１号有限責任事業組合、ACSL, Inc.

（2）持分法の適用に関する事項
① 持分法を適用した関連会社の状況
・持分法適用の関連会社数 １社
・持分法適用の関連会社の名称 ACSL India Private Limited

② 持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況
・主要な会社等の名称 REACT株式会社
・持分法を適用しない理由 当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等か

らみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微で
あり、かつ重要性がないため持分法の適用範囲から除外しております。

③ 持分法適用手続に関する特記事項
持分法適用会社の決算日は、連結決算日と異なるため、連結決算日現在の仮決算に基づく計算書類を使

用しております。
（3）連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結会計年度の末日と一致しております。
（4）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
・その他有価証券
市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

なお、評価差額については全部純資産直入法により処理しております。
・棚卸資産
製品 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法により算定）
仕掛品 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）
原材料 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法により算定）
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
・有形固定資産 定率法を採用しております。

ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備については定額
法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ８〜15年
工具、器具及び備品 ３〜20年

・無形固定資産 市場販売目的のソフトウエアについては、見込有効期間（３年以内）に
おける販売見込数量を基準とした償却額と残存有効期間に基づく均等配
分額とを比較し、いずれか大きい額を償却する方法を採用しておりま
す。
自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（３〜
５年）に基づく定額法によっております。

③ 重要な引当金の計上基準
・貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に債権の回収可能性を
検討し、回収不能見込額を計上しております。なお、当連結会計年度に
おいては貸倒実績率が零であることから、貸倒引当金を計上しておりま
せん。

④ 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理してお

ります。なお、在外子会社の資産・負債は決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期
中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めております。

⑤ 重要な収益及び費用の計上基準
約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込

まれる金額で収益を認識しております。実証実験に係る収益においては、当社グループは技術検証を行う
履行義務を負っており、顧客がこれを検収した一時点において収益を認識しております。プラットフォー
ム機体販売及び用途特化型機体販売に係る収益においては、当社グループは製品を引き渡す履行義務を負
っており、製品を引き渡しかつ顧客が検収した一時点において収益を認識しております。

２．重要な会計上の見積りに関する注記
会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、翌連結会計年

度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるもの
投資有価証券 197,577千円
当連結会計年度に計上している投資有価証券は主に技術シナジーの獲得を目的に取得した株式であり、投資

先の超過収益力を反映した結果、投資先の１株当たり純資産額に比べて相当高い価額で取得した株式に該当し
ております。よってその実質価額が著しく低下した場合には評価損を計上しております。
当社グループは、当該超過収益力の減少の有無について、取得時の事業計画と投資先より入手した直近の財

務諸表によりその実績を比較し、また投資先の取締役会又はこれと同等の機関により承認された事業計画、事
業環境に関する外部情報及び内部情報等を用いて、将来事業計画の達成可能性を検討し、判断をしています。
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将来において、これら評価に関する前提条件の変化や投資先の事業計画と実績が大きく乖離するなど、見積
りにおける仮定の変化がその評価に不利に影響する場合には、帳簿価額を限度として評価損が計上される可能
性があります。

３．連結貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額 91,409千円

（2）当座貸越契約
当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越契約を締結しております。これ

らの契約に基づく連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入未実行残高は次のとおりであります。
当座貸越極度額の総額 2,300,000千円
借入実行残高 1,120,597
差引額 1,179,402

４．連結損益計算書に関する注記
（1）期末棚卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次の棚卸資産評価損が売上原価に含まれてお

ります。
棚卸資産評価損 153,116千円

（2）減損損失
当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

場所 主な用途 種類 金額（千円）

本社
（東京都江戸川区） 事業用資産

建物
工具、器具及び備品
その他

48,327

当社グループは、管理会計上の区分及び投資の意思決定を基礎として、主として事業会社単位で資産のグ
ルーピングを行っております。
上記の資産につきましては、当連結会計年度において事業環境の変化等を受け、将来の事業計画を見直し

た結果、当初計画していた収益が見込めなくなったと判断したため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、
当該減少額を減損損失として計上いたしました。
資産の回収可能価額は、使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローが見込めないため

零として評価しております。

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

普通株式 14,930,675株
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（2）当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目的
となる株式の種類及び数
普通株式 965,905株

６．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針

当社グループは、必要に応じて運転資金等を銀行借入や株式発行により調達しております。また、一時
的な余裕資金は、短期的な預金等により運用し、投機的な取引は行わない方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されておりますが、回収までの期間は１か月を基本と

しており、また、取引先ごとの期日管理及び残高管理を定期的に行いリスク低減を図っております。投資
有価証券については、定期的に発行体の財務状況等を把握し、その保有の妥当性を検証しております。長
期貸付金は関連会社への貸付であり、定期的に貸付先の財務状況等を把握し回収懸念の早期把握や軽減を
図っていることから、信用リスクは僅少であると認識しております。
営業債務である買掛金及び未払金は、１か月以内の支払期日であり、流動性リスクに晒されておりま

す。借入金は、短期借入金は主に運転資金、長期借入金は海外事業拡大のための運転資金への充当を目的
としており、流動性リスクに晒されております。

③ 金融商品に係るリスク管理体制
・信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社グループは、社内規程に従い、主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに
適切な与信管理を実施することにより月単位で回収期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪
化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

・資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
当社グループは、各部署からの報告に基づき適時に資金繰り計画を作成・更新することなどにより、

流動性リスクを管理しております。
④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要
因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがありま
す。
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（2）金融商品の時価等に関する事項
連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

連結貸借対照表計上額
（千円）

時 価
（千円）

差 額
（千円）

（1）長 期 貸 付 金 347,843 344,402 △3,440
資 産 計 347,843 344,402 △3,440

（2）転換社債型新株予約権付社債 798,962 788,916 △10,045
（3）長 期 借 入 金 1,440,000 1,385,234 △54,765

負 債 計 2,238,962 2,174,151 △64,811
（＊１）「現金及び預金」、「売掛金」、「買掛金」、「未払金」、「短期借入金」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額と

近似していることから、記載を省略しております。
（＊２）市場価格のない株式等については、上表には含めておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであ

ります。

区分 連結貸借対照表計上額（千円）
投資有価証券 197,577

（3）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル

に分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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① 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
長期貸付金 ― 344,402 ― 344,402

資 産 計 ― 344,402 ― 344,402
転換社債型新株予約権付社債 ― 788,916 ― 788,916
長期借入金 ― 1,385,234 ― 1,385,234

負 債 計 ― 2,174,151 ― 2,174,151
（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

長期貸付金
これらの時価は、元利金の受取見込額を、残存期間に対応する国債の利回りに基づいた利率を基に割引現在価値法により算

定しており、レベル２の時価に分類しております。

転換社債型新株予約権付社債
これらの時価は、全額が無利息のため元金の合計額を、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に割引現在

価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金
これらの時価は、元利金の支払見込額を、当該債務の残存期間を加味した利率を基に割引現在価値法により算定しており、

レベル２の時価に分類しております。
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７．収益認識に関する注記
（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

金額（千円）
実証実験 271,481
プラットフォーム機体販売 207,459
用途特化型機体販売 423,933
その他（注） 1,752,729
顧客との契約から生じる収益 2,655,602
その他の収益 ー
外部顧客への売上高 2,655,602
（注）その他においては、機体の保守手数料や消耗品の販売に加えて、一般的に国家プロジェクトにおいて、受託先が収受する補助

金等のうち、新規の研究開発を行わず、既存の当社の技術を用いて委託された実験を行うことが主目的のプロジェクトについ
ては売上高として計上しております。当連結会計年度においては、インド市場におけるArcV Holdings Private Ltd.への地上
走行ロボット販売に係る売上高を含んでおります。

（2）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
① 実証実験

実証実験に係る収益は、主に顧客のドローン導入ニーズを踏まえて、その課題解決のために当社グルー
プの保有する機体を用いた概念検証（PoC）に係るサービス提供であり、顧客との契約に基づいて、この
技術検証を行う履行義務を負っております。当該履行義務は、当社グループが技術検証結果を顧客に提供
した一時点において、顧客が当該サービスに係る技術検証結果に対する支配を獲得することから、顧客が
これを検収した時点で収益を認識しております。

② プラットフォーム機体販売・用途特化型機体販売
プラットフォーム機体販売及び用途特化型機体販売に係る収益は、当社グループが製造するドローンの

販売であって、顧客との契約に基づいて、製品を引き渡す履行義務を負っております。当該履行義務は、
製品を引き渡す一時点において、顧客が当該製品に対する支配を獲得して充足されると判断し、製品を引
き渡しかつ顧客が検収した時点で収益を認識しております。
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（3）当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
① 契約資産及び契約負債の残高等

顧客との契約から生じた債権は、連結貸借対照表上の「売掛金」であります。連結貸借対照表上の「契
約負債」は、契約における履行義務の充足に先立ち、支払条件に基づき顧客から受け取った対価であり、
収益の認識に伴い取り崩されます。それぞれ連結貸借対照表において区分表示されているため、記載を省
略しております。

② 残存履行義務に配分した取引価格
当初に予想される契約期間が１年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、残存履行義

務に関する情報の記載を省略しております。また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含ま
れていない重要な金額はありません。

８．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たりの純資産額 6円14銭
（2）１株当たりの当期純損失 △159円94銭

９．重要な後発事象に関する注記
（第三者割当による第２回無担保転換社債型新株予約権付社債の発行及び株式会社村田製作所との業務提携)

当社は、2024年12月18日（以下「発行決議日」という。）付の取締役会において、株式会社村田製作所
（以下「村田製作所」という。）及び CVI Investments, Inc.（以下「CVI」という。）に対する第三者割当
による第２回無担保転換社債型新株予約権付社債（以下「本新株予約権付社債」といい、そのうち社債のみ
を「本社債」、新株予約権のみを「本新株予約権」という。）の発行を行うことを決議し、2025年１月10日
に払込が完了しております。
また、当社は、発行決議日付の取締役会において、村田製作所との間で業務提携に関する契約（以下「本

業務提携契約」という。）を締結することについて決議し、同日付で本業務提携契約を締結いたしました。

１．第２回無担保転換社債型新株予約権付社債の概要
(1) 発行価額 各社債の額面金額 31,250,000円

（各社債の金額100 円につき金100 円）
(2) 発行価額の総額 1,500,000,000円
(3) 払込期日 2025年１月10日
(4) 償還期限 2030年２月８日に社債額面金額の100%で償還
(5) 利率 年率２％
(6) 償還期日 2030年２月８日
(7) 本新株予約権の目的である株式の種類及び数

当社普通株式 1,427,212株
上記株式数は、当初転換価額で転換された場合における最大交付株
式数であります。

(8) 本新株予約権の総数 48個
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(9) 本新株予約権の行使に際して払い込むべき額
①新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しない
②転換価額 1,051円
③転換価額の修正

2025年８月６日、2026年２月６日、2026年８月６日、2027年２月６日、2027年８月６日、
2028年２月６日、2028年８月６日、2029年２月６日及び2029年８月６日（以下、個別に又は
総称して「修正日」といいます。）において、当該修正日以降、当該修正日に先立つ10連続取引日
において株式会社東京証券取引所（以下「東京証券取引所」といいます。）における当社普通株式
の普通取引の売買高加重平均価格の最も低い金額（１円未満の端数切り上げ）の90％に相当する金
額の１円未満の端数を切り上げた金額に修正される。但し、修正日にかかる修正後の転換価額が下
限転換価額を下回ることとなる場合には転換価額は下限転換価額とし、修正日にかかる修正後の転
換価額が上限転換価額を上回ることとなる場合には転換価額は上限転換価額とします。

(10) 募集又は割当方法（割当先） 第三者割当の方法により、全ての本新株予約権付社債を以下のとお
り割り当てました。
村田製作所 32個
CVＩ 16個

(11) 新株予約権の行使期間 2025年１月14日から2030年２月４日まで
(12) 新株予約権の行使の条件 本新株予約権の一部行使はできないものとする。
(13) 資金の使途
機体の開発及び評価等の研究開発費及び量産に関わる事業投資、海外事業拡大のための研究開発費を

含む運転資金に充当する予定であります。

（資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分）
当社は、2025年２月13日開催の取締役会において、2025年３月27日に開催予定の定時株主総会に、資

本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分に関する議案を付議することを決議いたしました。

１．資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の目的
現在生じている繰越利益剰余金の欠損を補填し、財務体質の健全化を図るとともに、今後の資本政

策の柔軟性と機動性を確保することを目的として、行うものであります。

２．資本金及び資本準備金の額の減少の内容
(1) 減少する資本金及び資本準備金の額

2025年２月13日現在の資本金の額149,981千円のうち、139,981千円を減少し、10,000千円
といたします。また、2025年２月13日現在の資本準備金の額1,564,086千円のうち、1,564,086
千円を減少し、0円といたします。
なお、当社が発行している新株予約権が、減資の効力発生日までに行使された場合、資本金及び

資本準備金の額並びに減少後の資本金及び資本準備金の額が変動いたします。
(2) 資本金及び資本準備金の減少方法

発行済株式総数の変更は行わず、減少する資本金及び資本準備金の額の全額をその他資本剰余金
に振り替えます。
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３．剰余金の処分の内容
(1) 減少する剰余金の項目及びその額 その他資本剰余金 1,704,067千円
(2) 増加する剰余金の項目及びその額 繰越利益剰余金 1,704,067千円

４．資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の日程
(1) 取締役会決議日 2025年２月13日
(2) 債権者異議申述公告日 2025年２月21日
(3) 債権者異議申述最終期日 2025年３月21日（予定）
(4) 株主総会決議日 2025年３月27日（予定）
(5) 効力発生日 2025年３月27日（予定）
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貸 借 対 照 表
（2024年12月31日現在）

（単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）
流 動 資 産 3,804,360 流 動 負 債 2,128,379

現 金 及 び 預 金 1,193,496 買 掛 金 191,630
売 掛 金 504,534 短 期 借 入 金 1,320,097
製 品 370,000 未 払 金 547,233
仕 掛 品 227,278 未 払 費 用 13,567
原 材 料 1,151,449 契 約 負 債 11,092
前 渡 金 106,994 預 り 金 7,530
前 払 費 用 37,259 そ の 他 37,227
そ の 他 213,347 固 定 負 債 2,238,962

固 定 資 産 947,296 転換社債型新株予約権付社債 798,962
有 形 固 定 資 産 ― 長 期 借 入 金 1,440,000
無 形 固 定 資 産 111,643 負 債 合 計 4,367,341
ソ フ ト ウ エ ア 111,643 （純 資 産 の 部）

投 資 そ の 他 の 資 産 835,652 株 主 資 本 281,719
投 資 有 価 証 券 81,223 資 本 金 149,981
関 係 会 社 株 式 344,021 資 本 剰 余 金 2,391,778
関 係 会 社 出 資 金 37,877 資 本 準 備 金 1,564,086
関係会社長期貸付金 347,843 そ の 他 資 本 剰 余 金 827,691
そ の 他 24,687 利 益 剰 余 金 △2,259,624

そ の 他 利 益 剰 余 金 △2,259,624
繰 越 利 益 剰 余 金 △2,259,624

自 己 株 式 △414
新 株 予 約 権 102,594
純 資 産 合 計 384,314

資 産 合 計 4,751,656 負 債 純 資 産 合 計 4,751,656
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損 益 計 算 書

（2024
2024

年
年
１
12
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 2,666,765
売 上 原 価 2,538,615
売 上 総 利 益 128,150
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,226,076
営 業 損 失 △2,097,926
営 業 外 収 益

受 取 利 息 493
助 成 金 収 入 183,596
そ の 他 4,095 188,185

営 業 外 費 用
支 払 利 息 25,411
出 資 金 運 用 損 85,957
株 式 交 付 費 2,037
為 替 差 損 113,752
そ の 他 194 227,354

経 常 損 失 △2,137,094
特 別 利 益

新 株 予 約 権 戻 入 益 13,316 13,316
特 別 損 失

減 損 損 失 48,327
関 係 会 社 整 理 損 2,754
転 換 社 債 償 還 損 19,298
事 業 所 閉 鎖 損 失 11,820
希 望 退 職 関 連 費 用 62,573 144,774

税 引 前 当 期 純 損 失 △2,268,553
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 2,373
法 人 税 等 調 整 額 △11,302
当 期 純 損 失 △2,259,624
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株主資本等変動計算書

（2024
2024

年
年
１
12
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利益剰余金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計資本準備金 そ の 他

資本剰余金
資本剰余金
合 計

その他利益
剰 余 金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 971,479 5,477,237 827,691 6,304,929 △5,044,497 △5,044,497 △382 2,231,529
当 期 変 動 額
新 株 の 発 行 121,581 121,581 121,581 243,162
新 株 の 発 行
（新株予約権の行使） 33,342 33,342 33,342 66,685
減 資 △976,421 △4,068,075 △4,068,075 △5,044,497
欠 損 填 補 5,044,497 5,044,497 5,044,497
当 期 純 損 失 △2,259,624 △2,259,624 △2,259,624
自己株式の取得 △32 △32
株主資本以外の
項目の事業年度の
変動額（純額）

当期変動額合計 △821,498 △3,913,151 ― △3,913,151 2,784,872 2,784,872 △32 △1,949,809
当 期 末 残 高 149,981 1,564,086 827,691 2,391,778 △2,259,624 △2,259,624 △414 281,719

新株予約権 純資産合計

当 期 首 残 高 115,585 2,347,115
当 期 変 動 額
新 株 の 発 行 243,162
新 株 の 発 行
（新株予約権の行使） 66,685
減 資 △5,044,497
欠 損 填 補 5,044,497
当 期 純 損 失 △2,259,624
自己株式の取得 △32
株主資本以外の
項目の事業年度の
変動額（純額）

△12,991 △12,991

当期変動額合計 △12,991 △1,962,800
当 期 末 残 高 102,594 384,314
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1）資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券の評価基準及び評価方法
・その他有価証券
市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

・関係会社出資金
有限責任事業組合への出資については、組合契約に規定される決算書を基礎とし、持分相当額を純額

で取り込む方法によっております。
・関係会社株式
移動平均法による原価法

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法
・製品 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法により算定）を採用しております。
・仕掛品 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）を採用しております。
・原材料 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法により算定）を採用しております。
（2）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産 定率法を採用しております。

ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備については定額法
を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ８〜15年
工具、器具及び備品 ２〜20年

② 無形固定資産 市場販売目的のソフトウエアについては、見込有効期間（３年以内）にお
ける販売見込数量を基準とした償却額と残存有効期間に基づく均等配分額
とを比較し、いずれか大きい額を償却する方法を採用しております。
自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（３〜５
年）に基づく定額法によっております。

（3）引当金の計上基準
① 貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に債権の回収可能性を
検討し、回収不能見込額を計上しております。なお、当事業年度におい
ては貸倒実績率が零であることから、貸倒引当金を計上しておりませ
ん。
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（4）外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており

ます。
（5）重要な収益及び費用の計上基準

約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込ま
れる金額で収益を認識しております。実証実験に係る収益においては、当社は技術検証を行う履行義務を負
っており、顧客がこれを検収した一時点において収益を認識しております。プラットフォーム機体販売及び
用途特化型機体販売に係る収益においては、当社は製品を引き渡す履行義務を負っており、当社が製品を引
き渡しかつ顧客が検収した一時点において収益を認識しております。

２．重要な会計上の見積りに関する注記
会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係る計算

書類に重要な影響を及ぼす可能性があるもの
投資有価証券 81,223千円
関係会社株式 344,021
識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報については、連結注記表「２．重要な会計上

の見積りに関する注記」に記載しているため、注記を省略しております。

３．貸借対照表に関する注記
（1）有形固定資産の減価償却累計額 90,751千円
（2）当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越契約を締結しております。これらの契約
に基づく事業年度末における当座貸越契約に係る借入未実行残高は次のとおりであります。
当座貸越極度額の総額 2,300,000千円
借入実行残高 1,120,597
差引額 1,179,402

（3）関係会社に対する金銭債権又は債務
短期金銭債権 136,795千円
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４．損益計算書に関する注記
（1）関係会社との取引高

営業取引による取引高
売上高 126,638千円

営業取引以外の取引高 260千円
（2）期末棚卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次の棚卸資産評価損が売上原価に含まれてお

ります。
棚卸資産評価損 153,116千円

５．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度の末日における自己株式の種類及び数
普通株式 157株

６．税効果会計に関する注記
繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
減価償却費 20,477千円
株式報酬費用 12,811
棚卸資産評価損 133,003
出資金運用損 83,038
投資有価証券評価損 288,175
一括償却資産 567
税務上の繰越欠損金 2,805,423
その他 1,252

繰延税金資産小計 3,344,749
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △2,805,423
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △539,326

評価性引当額小計 △3,344,749
繰延税金資産合計 ―
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７．関連当事者との取引に関する注記
（1）子会社及び関連会社等

種類 会社等の名称
又は氏名

議決権等の所有
（被所有）割

合
（％）

関連当事者
との関係 取引内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

子会社 ACSL, Inc. 所有
直接100.0

役員の兼任
当社製品の販売

当社製品の販売
(注)１ 126,638 売掛金 128,137

経費の立替等 ―
流動資産
「その他」
（立替金）

8,657

関連会社 ACSL India
Private Limited

所有
直接 49.0 役員の兼任

資金の貸付(注)
２ ― 関係会社長期貸

付金（注） 347,843

利息の受取 260
流動資産
「その他」
（未収利息）

160

取引条件及び取引条件の決定方針等
(注）１．当社製品の販売は、独立第三者間取引と同様の一般的な取引条件で行っております。

２．資金の貸付にかかる利率については市場金利等を勘案して合理的に決定しております。なお、上記の取引金額は取引時の
為替レートにより換算し、期末残高は期末日の為替レートにより換算しております。

（2）役員及び個人主要株主等

種類 会社等の名称
又は氏名

議決権等の所有
（被所有）割合

（％）
関連当事者
との関係 取引内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

役員及び
その近親者 鷲谷 聡之 （被所有）

直接0.4 当社取締役 新株予約権
の権利行使 15,707 − −

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）取引金額欄は、当事業年度における新株予約権の権利行使による払込金額を記載しております。

８．収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報について、連結注記表「７．収益認識に関す

る注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

９．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 18円87銭
（2）１株当たり当期純損失 △152円40銭

10．重要な後発事象に関する注記
連結注記表「９．重要な後発事象に関する注記」に記載しているため、注記を省略しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2025年２月25日

株式会社ＡＣＳＬ
取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ
東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 鈴 木 基 之
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 杉 原 伸太朗

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、株式会社ＡＣＳＬの2024年1月1日から2024年12月31日までの連結

会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監
査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社Ａ

ＣＳＬ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正
に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査

法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す
る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査
法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに
ある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容

に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と連

結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な
相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告すること

が求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示す

ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要
と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうかを

評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場
合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がない

かどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。
虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与
えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判

断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案
し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を
入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の
実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連
する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、
継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。
継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起す
ること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見
を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象
や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどう
かとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計
事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手す
る。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して
責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を
含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の

独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容
可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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計算書類に係る会計監査人の会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2025年２月25日

株式会社ＡＣＳＬ
取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ
東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 鈴 木 基 之
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 杉 原 伸太朗

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、株式会社ＡＣＳＬの2024年1月1日から2024年12月31日までの

第13期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書
（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類

等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査

法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する
規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに
ある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に

対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算

書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違
以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが
求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示する

ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判
断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価

し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合に
は当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないか

どうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽
表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると
合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判

断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案
し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を
入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連
する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継
続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継
続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起するこ
と、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明す
ることが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況に
より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうか
とともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を
適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を
含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の

独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容
可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告

監 査 報 告 書
当監査等委員会は、2024年1月1日から2024年12月31日までの第13期事業年度における取締役の職務の執行を監査いたしま

した。その方法及び結果について以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に

基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的
に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施いたしました。
① 監査等委員会が定めた監査等委員会監査等の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、電話回線又はインター
ネット等を経由した手段も活用しながら、会社の内部統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等か
らその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事
業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社等については、子会社等の取締役及び監査役等（組
合の業務執行者を含む。）と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社等から事業の報告を受けました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人から
その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に
行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業
会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。なお、監査上の主要な検討事項
については、会計監査人と協議を行うとともに、その監査の実施状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算
書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
（1） 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。

また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認
められません。

（2） 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3） 連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年２月25日
株 式 会 社 Ａ Ｃ Ｓ Ｌ 監 査 等 委 員 会
常 勤 監 査 等 委 員 静 健 太 郎 ㊞
監 査 等 委 員 捻 橋 か お り ㊞
監 査 等 委 員 大 門 あ ゆ み ㊞

（注） 監査等委員 静 健太郎、捻橋かおり及び大門あゆみは、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役
であります。
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